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熊
本
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長

九
州
地
区
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長

熊
本
県
立
八
代
高
等
学
校
・
中
学
校
会
長

川
部　

幸
博

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
日

頃
よ
り
県
高
Ｐ
連
活
動
に
対
し
、
ご
支

援
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
熊
本
地
震
に
よ
り
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
方
へ
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
と
伴
に
、
尊
い
命
を

奪
わ
れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
送
り
ま

す
。
さ
て
、
地
震
発
生
か
ら
４
ヶ
月
経

過
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
終
息
と
は

言
え
な
い
厳
し
い
状
況
が
続
き
、
今
も

復
旧
復
興
に
向
け
日
々
努
力
さ
れ
て
い

る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
も
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
る

事
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
困
難
な

状
況
を
察
し
、
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
よ
り
、
温
か
な
お
声
掛
け
と
全

国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
二
千
六
百
万

円
の
義
援
金
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
使
途
に
つ
き
ま
し
て
は
、
理
事
会

で
承
認
い
た
だ
き
、国
道
五
十
七
号
線
・

Ｊ
Ｒ
豊
肥
線
・
南
阿
蘇
鉄
道
の
不
通
箇

所
に
よ
る
通
学
困
難
な
生
徒
へ
の
通
学

支
援
と
、
自
宅
が
被
災
し
通
常
の
生
活

が
で
き
な
い
生
徒
へ
の
生
活
支
援
と
し

て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
事
を
こ

こ
に
報
告
し
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
大
き
く
膨
ら
ん
だ
夢

や
希
望
の
蕾
を
萎
ま
す
こ
と
な
く
、
今

こ
そ
私
た
ち
保
護
者
が
力
を
合
わ
せ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
美
し
い
色
鮮
や
か
な
花
を

咲
か
せ
る
た
め
、
共
に
学
ぶ
と
い
う
意

識
の
も
と
、
更
に
活
動
を
加
速
さ
せ
る

事
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。　
　

　

い
つ
の
時
代
も
、『
す
べ
て
は
子
ど

も
た
ち
の
未
来
の
た
め
！
夢
の
実
現
の

た
め
！
』
こ
れ
は
、
私
た
ち
保
護
者
共

通
の
想
い
で
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
原

点
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
を
い
ち
早
く
察
知
し
、
保
護
者
・
学

校
・
地
域
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
時
代
の

流
れ
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
、
し
っ
か

り
見
守
り
な
が
ら
活
動
を
進
め
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
平
成
二
十
九
年
六
月
に
は
、

熊
本
県
に
お
い
て
九
州
地
区
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
被
害
の
大
き
か
っ
た
中
央
地
区
の

皆
様
方
を
中
心
に
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
困
難
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、

「
心
を
ひ
と
つ
に
」
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
ょ
う
。

　

県
高
Ｐ
連
で
は
、
お
互
い
の
悩
み
や

諸
問
題
を
共
に
考
え
話
し
合
い
、
各
単

位
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
更
な
る
充
実
を
目
指

し
ま
す
。
い
ろ
ん
な
疑
問
や
問
題
等
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
願
い

ま
す
。

熊
本
県
公
立
高
等
学
校
長
会　

会
長

熊
本
県
立
済
々
黌
高
等
学
校　

校
長

川
上　

修
治

　

冒
頭
に
あ
た
り
四
月
十
四
日
、
十
六

日
に
端
を
発
す
る
震
度
七
の
熊
本
地
震

に
よ
り
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
い

ま
な
お
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
被
害
を
受
け
ら
れ
た
す

べ
て
の
方
々
に
こ
こ
ろ
か
ら
哀
悼
の
意

と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の

皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
各
学
校
で
の
教

育
活
動
に
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
夏
休
み
は
、
い
ろ
ん
な
意
味

で
特
別
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
生

徒
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
、
保
護

者
の
方
々
は
ど
う
見
守
り
、
ど
う
対
話

な
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
自
然
現
象
へ

の
畏
敬
の
念
や
命
の
大
切
さ
に
関
わ
る

話
題
、
復
興
く
ま
も
と
へ
む
け
て
の
対

応
に
つ
い
て
な
ど
、
対
話
や
実
践
を
と

お
し
て
き
っ
と
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
高
校
教
育
を
取
り
巻

く
現
状
は
様
々
な
解
決
す
べ
き
課
題
が

山
積
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
第
一
に
、
情
報
化
社
会
の
光
と

影
、
ス
マ
ホ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
人
間

関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

解
決
の
た
め
に
は
情
報
モ
ラ
ル
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
、
人
を

憂
え
る
気
持
ち
や
人
権
感
覚
を
磨
く
こ

と
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

つ
ぎ
に
高
大
接
続
改
革
に
よ
る
高
等

学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
や
大
学
入
学
希

望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
対
策
。

　

ま
た
、
公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
る
選

挙
年
齢
の
引
き
下
げ
に
伴
う
主
権
者
教

育
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
教
育

等
々
。

　

さ
ら
に
は
、
地
方
創
生
と
い
わ
れ
て

い
る
反
面
で
郡
部
の
学
校
の
定
員
割
れ

の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
学

校
独
自
の
対
策
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
課
題
は
全
国
的
課
題

で
あ
り
、更
に
各
学
校
で
は
長
期
短
期
、

地
域
独
自
の
大
小
様
々
な
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
今
、
何
よ
り
も
教
職
員
が

教
育
的
情
熱
や
愛
情
、
ま
た
使
命
感

を
持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
は
、
目
の
前

に
い
る
生
徒
た
ち
の
心
身
の
成
長
で
あ

り
、
進
路
目
標
の
実
現
で
あ
り
ま
す
。

生
徒
た
ち
が
安
心
、
安
全
に
健
や
か
に

成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
が
一
番
の
願
い

で
す
。

　

こ
れ
は
保
護
者
の
方
々
の
思
い
と
も

一
致
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

様
々
な
課
題
解
決
の
た
め
に
私
た
ち
教

職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓
会
等
の
学
校
関

係
者
の
方
々
と
し
っ
か
り
と
三
位
一
体

で
連
携
を
取
り
な
が
ら
教
育
活
動
や
学

校
改
革
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
各
学
校
と
歩
み

を
同
じ
く
し
て
、
御
協
力
を
賜
れ
ば
幸

甚
に
存
じ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
益
々
の
御
発
展
と
会
員
の

皆
様
の
御
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

復
興
く
ま
も
と
の
実

現
へ
向
け
て

学
校
・
家
庭
・
社
会

の
連
携
協
力
を

平
成
二
十
八
年
度
の
熊
本
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
会
長
と
、
同
じ
く
熊
本
県
公
立
高
等
学
校
長
会
会
長
に

な
ら
れ
ま
し
た
お
二
人
の
ご
挨
拶
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
夢

　
　
　

実
現
に
向
け
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平
成
二
十
八
年
度
の
定
期
総
会
が
、

六
月
一
日
（
水
）
に
メ
ル
パ
ル
ク
熊
本

に
お
い
て
、
各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
校

長
な
ど
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
長
挨
拶
の
後
、
本
会
の
活
動
に
功

績
が
あ
っ
た
二
十
名
に
表
彰
状
が
、
単

位
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
二
十
二
名
の
皆
さ
ん
に
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
県
教
育
庁
教
育
総

務
局
長

青
木
政
俊
様
、
公
立
高
等
学

校
長
会
会
長

川
上
修
治
様
か
ら
御
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
十
七
年
度
の
事
業
・
会
務
、
決

算
・
監
査
の
報
告
、
本
連
合
会
規
約
改

正
、二
十
九
年
度
本
連
合
会
費
の
改
定
、

二
十
八
年
度
役
員
改
選
、
事
業
計
画
、

予
算
案
な
ど
の
提
案
が
あ
り
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
前
に
行
わ
れ
た
講
演

会
は
、
矢
野
大
和
様
か
ら
貴
重
な
お
話

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

『
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち
の

　

未
来
の
た
め
！

　
　

夢
の
実
現
の
た
め
！
』

　

重
点
事
項

○
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
学
校
施
設
等

の
早
期
復
旧
及
び
、
安
心
安
全
な
教

育
環
境
整
備
等
の
要
望

○
命
を
大
切
に
す
る
教
育
及
び
、
子
ど

も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
に
関
す
る
取
り

組
み

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
・
研
修
会
・
大
会
へ
の

協
働
と
参
画
に
よ
る
子
育
て
教
育
へ

の
自
己
啓
発

○
情
報
モ
ラ
ル
な
ど
家
庭
で
の
教
育
の

向
上
と
健
全
育
成
の
推
進

○
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
の
連
携

に
よ
る
進
学
・
就
職
支
援
等
の
進
路

対
策
の
充
実

○
迅
速
な
情
報
発
信
と
共
有
、
安
定
し

た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
た
め
の
広
報
活
動

○
全
国
高
Ｐ
連
賠
償
責
任
補
償
制
度
、

県
高
Ｐ
連
生
徒
総
合
保
障
制
度
、
一

般
財
団
法
人
熊
本
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
育
振

興
財
団
へ
の
理
解
と
事
故
防
止
運
動

○
平
成
二
十
九
年
度
開
催
の
九
州
地
区

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
大
会
熊
本
大

会
の
成
功
に
向
け
て
の
取
り
組
み

■
九
州
大
会
表
彰

【
個
人
表
彰
】

　

熊
本
県
立
玉
名
工
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

前
会
長　

德
村　

剛

　

熊
本
県
立
天
草
高
等
学
校
育
友
会

　
　

前
会
長　

鶴
田　

博
道

　

熊
本
県
立
熊
本
北
高
等
学
校
育
友
会

　
　

前
会
長　

菊
地　

理
夫

【
団
体
表
彰
】

　

熊
本
県
立
菊
池
農
業
高
等
学
校
育
友
会

　

熊
本
県
立
湧
心
館
高
等
学
校
育
友
会

　

熊
本
県
立
松
橋
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

【
感
謝
状
】

　

熊
本
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　

前
会
長　

松
村　

晋

■
全
国
大
会
表
彰

【
個
人
表
彰
】

　

熊
本
県
立
熊
本
工
業
高
等
学
校
保
護
者
会

　
　

前
会
長　

堂
園　

仁

　

熊
本
県
立
玉
名
工
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
　

前
会
長　

德
村　

剛

【
団
体
表
彰
】

　

熊
本
県
立
水
俣
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

熊
本
県
立
苓
明
高
等
学
校
育
友
会

　

平
成
二
十
八
年
度

定
期
総
会
報
告

平成28年度
熊本県公立高等学校ＰＴＡ連合会役員紹介

役 職 氏　　名 所属高 地 区 委員会
顧　問 川上　修治 濟 々 黌 中　央
顧　問 山本　朝昭 八代高・中 城　南
顧　問 竹下　昇志 菊　　池 城　北 健全育成
顧　問 米納　康志 御　　船 中　央 調査広報
顧　問 深水　裕二 人　　吉 城　南 総　　務
顧　問 松坂　秀男 苓明・天草拓心 天　草 進路対策
顧　問 松村　　晋 （熊本西）
会　長 川部　幸博 八代高・中 城　南
副会長 村上幸一郎 菊　　池 城　北 健全育成
副会長 佐藤　弘一 御　　船 中　央 調査広報
副会長 高橋　角栄 人　　吉 城　南 総　　務
副会長 中尾　友二 天草拓心 天　草 進路対策
理　事 茶木谷吉信 玉名高・中 城　北 健全育成
理　事 山崎　寿雄 鹿　　本 城　北 進路対策
理　事 藤本　哲章 高　　森 城　北 調査広報
理　事 松木　幸美 北　　稜 城　北 総　　務
理　事 芹川　春美 翔　　陽 城　北 調査広報
理　事 坂口　頼康 熊 本 西 中　央 調査広報
理　事 的場　幸雄 湧 心 館 中　央 調査広報
理　事 河津　靖紀 必 由 館 中　央 総　　務
理　事 山本　郁美 宇土高・中 中　央 進路対策
理　事 川内　明子 小川工業 中　央 健全育成
理　事 岡部　裕紀 八 代 東 城　南 健全育成
理　事 中西　浩之 八代工業 城　南 総　　務
理　事 久保田　浩 多 良 木 城　南 進路対策
理　事 宮内　　智 芦　　北 城　南 進路対策
理　事 平山　髙広 牛　　深 天　草 総　　務
理　事 吉永　千恵 苓　　明 天　草 進路対策
監　事 吉岡　英一 鹿本農業 城　北 総　　務
監　事 小園　美香 熊本商業 中　央 総　　務
監　事 岩本　光照 八代農業泉分校 城　南 調査広報
監　事 池崎　精二 苓　　洋 天　草 健全育成

事務局長 小林　　博
事務局職員 德永麻由子・中島　孝子

お知らせ
平成28年度　地区別指導者研究大会
地　区 幹　事　校 期　　日 会　　　場
中央地区 矢部高等学校 11月  5 日（土） 矢部高等学校
城北地区 翔陽高等学校 10月 23日（日） 大津町生涯学習センター
城南地区 球磨工業高等学校 11月 12日（土） 人吉カルチャーセンター
天草地区 天草工業高等学校 10月 30日（日） 天草工業高等学校

講演会の様子

表彰をうける松橋高校
ＰＴＡ岸会長
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第60回記念九州地区高等学校ＰＴＡ連合会大会

第２分科会
　進路指導とＰＴＡ活動での発表報告

熊本県立熊本西高校育西会
会長　坂口　頼康

　平成 28年６月 16日（木）、数年ぶりに訪れた別府の街は、
以前と変わらぬ活気に満ちているように思えた。
　しかし、タクシーの運転手さんによると、４月の地震以降、
別府―湯布院―阿蘇―熊本という観光ルートが断たれ、ま
た風評被害もあり、観光客は激減しているとのことだった。
熊本地震による被害は決して熊本だけにはとどまらないこ
とを実感した。
　今回の九州大会は、発表校としての参加なのでいつもと
様相が違う。16日の事前打合せ、リハーサルからの参加と
なり、スタッフの方々の御苦労を改めて目のあたりにしな
がらも否が応にも緊張感が高まる。夜の懇談会にも参加さ
せて頂き、大分のお酒を堪能しながら本番に備える。
　17日（金）大会当日。発表校４校の中で一番目の発表と
いうことで緊張感は最高潮。固まりそうになりながら会場
に到着すると、スタッフの方々の応対がとても温かい。首
から発表者用のカードを掛けているだけで、向こうから声

をかけてもらえるし、誰に尋ねても対応が丁寧である。お
かげで、発表の方も、少々カミながらも無事に終えること
が出来た。西高が地域に密着した活動を通して地域の皆さ
んに親しまれ、私達育西会が子ども達の夢実現のためにど
のような応援をしているのかを分かって頂けたと思う。他
校の発表も興味深いものばかりだった。高校ＯＢの先輩数
名に講演を依頼し、子ども達に自分の聞きたい職業の話を
選んで受講させるキャリアプランニングセミナ―、保護者
で作る受験のための合格勝（カツ）カレー、センター試験
や就職の激励会など、今後のＰＴＡ活動に参考にしたいも
のが数多くあった。
　記念講演での柳本昌
一氏の話にも感銘を受
ける言葉が沢山あった
が、大会２日間を通し
て、感謝・復興という
言葉に感動を覚えた大
会であった。このすべ
ての人々の想いが来年
の熊本大会に繋がるこ
とを願う。

高校生の交通事故防止対策研修会のまとめ 進路対策講演会 報告
健全育成委員会委員長　　村上幸一郎

　平成 28年度の『高校生の交通事故防止対策研修会』は、保険の立場
から見た自転車事故のあり方や事故への備えについて、『知っています
か？自転車の事故  ～安全な乗り方と事故への備え～』をテーマに社団
法人　日本損害保険　九州支部副長　田邉　陽一 氏、東京海上日動火
災保険株式会社　熊本損害サービス第二課長　岐部　幹夫 氏のお二方
を講師にお招きし講話をしていただきました。
　ここ数年の交通事故件数に占める自転車事故件数の割合は２割程度と
高い水準で推移しています。年間に約 10万件ほど発生していますが、
事故にはパターンがあり、安全不確認や一時不停止など、いかに普段か
らの注意が必要かがうかがえます。
　また自転車は軽車両となり被害者だけでなく加害者にもなります。以
前は交通弱者とも言われていましたが、現在では交通強者と言っても過
言ではありません。

　状況や場合によっては多額の保険金
を支払わなければなりません。その為
の保険加入も不可欠です。
　今回お招きした講師の方々は普段か
ら高校生を対象に講話をしているとの
ことで、いまいちど事故や保険につい
て認識していく上でも各単Ｐでの研修
会をしていただくようお願いしたいと
思います。

進路対策委員会委員長　　中尾　友二
　８月６日に県高Ｐ連研修会があり、進路対策講演会
で「チャンスをつかめ」と題し、講師に日通ＮＥＣロ
ジスティク株式会社・第一グローバルソリューション
事業部・熊本営業所長の徳田輝久氏を招いて行われた。
　企業としては、「心身ともに健康を続ける人」を採用
したいと考えておられ、健康が一番大事ということで
ある。また、企業に就職してからの即戦力はいないが、
自分が戦力になる為には「考える・決める・行動する
段取り」が必要であるとも言われた。チャンスをつか
むためには、若い時の感性がとても大事で色々なこと
を経験してほしい。またこれからは、女性の感性（能力）
が必要であると思うとも申された。人とのコミュニケー
ションについては日頃の挨拶が大事であり、話し方・
聴き方についても
述べられた。最後
に、人を認め伸ば
してあげることが
企業経営の伸びに
繋がると話され、
まさしく家庭にお
いても学校におい
ても同様と思う。
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被災と復興
　4月 14 日、16日にわたって発生した平成 28年熊本地震におきまして、まずは心よりお見舞いを申し上げます。死者は
関連死も含め 100 名以上にのぼり、避難者は最大で 18万人を数える大災害でした。雇用や農林業、観光はもちろん経済を
含んだ、全ての生活に甚大な被害を及ぼした天災。物資の受け渡しや新しい生活基盤の移行で混乱していた最中に、多くの
避難所では大人の踏ん張りと共に、子供たちが率先して、協力し合い、情報を持ち合い正常化の手伝いをしていたと耳にし
ます。本来であれば、我々大人こそが、気遣いや心配りを「つながりによる協力」という形で見せたかったのですが、この
未曽有の災害はそれを許してくれませんでした。ある意味、我々大人へ日常を考え直す警告だったのかもしれません。そう
考えると、復興に欠かせないのは防災教育と共に、根源となる家庭教育や日ごろからのつながりや共有への意識付けや学び
直しという備えなのかもしれません。つまり、日常における親子の会話と、親同士の横の関係構築です。繋がりは情報収集
の基本ですし、防災や災害発生時の行動決断にも大きな要因になります。子供や家族、自分自身の安全確保にも欠かせません。
子供たちはスマートフォンやインターネットを活用し、相互の安全確認を行い、物資の有無を知り、人手のない所に応援に
行きました。今回の地震で「子供が大きく成長した！」という事をよく聞きます。では、我々大人は？保護者は？もちろん、
必死で家族を守ったと思いますし、様々な状況があったことと思いますが、今一度子供の姿を参考に教育という観点からも
う少しできたことはないか？考えて良いのかもしれません。

PTA活動について
　ＰＴＡとは？と議論が飛び交う昨今、その存在意義や役割を改めて検証し、認知し、共有する時期が来たのかもしれません。
また、今年度の熊本県公立高等学校ＰＴＡ連合会調査広報員会では生徒の頑張りはＰＴＡとして当然にバックアップ、クロー
ズアップしていくものの、その本来の姿である子供たちを支える保護者にスポットを当てて、その取り組みや関わりをお伝
えしていきたいと思います。
　ＰＴＡとは、アメリカでは 1897 年、日本では 1946 年に誕生した子どもの全人格を健全に育成する独立した協議団体で
す。日本では戦後直後から現在の文科省が組織化や活動を推奨しており、親と教師で構成され平等な立場で教育について学
び、キャリア伝導の為に自己を高める団体ともいえます。

PTAの主な活動は…（ベネッセHPより引用）
　①　保護者と教師の平等な協力体制を作る。
　②　自分の子供が通う学校の、又は学校教育そのものの理解による共育を目指す。
　③　家庭教育の危機を救うための情報交換や情報提供の場になる。
　④　校外の生活指導と教育環境の改善を目指す。
　⑤　会員相互の学習機会を作る。
　という 5本柱の基に様々な活動がなされていますが、その必要性について以前と比べると存在感が希薄になっているのが
現状です。学校教育の金銭的補助や保険の完備、イベントでの協働を学校と共に取り組んでいるのですが、その実態を広め
切れていないのかもしれません。社会変化の激しい不透明な社会の中で、学校、教職員、保護者の三位が一体にならなければ、
子供たちの真の未来を作ること、また子供たちが自分たちで築いていく未来を選択させることがより困難になってしまいま
す。私たちＰＴＡはそれらを念頭に学校に自ら歩み寄り、真剣に楽しみながら活動をする姿を広める使命があるのかもしれ
ませんね。

　この書は、27 年度県連副会長の德村剛さ
んから寄贈されたものです。「 啄同時」は
仏教の言葉で、鳥のひなが卵から生まれ出
ようと殻を内側からつつくことを「 」と
いいます。その時、すかさず親鳥が外から
殻をついばんで破る、これを「啄」といい
ます。両者のタイミングが一致して（同時）
はじめて殻が破れて雛が生まれることがで
きるという意味です。親子関係にもＰＴＡ
活動にも学ぶべき大切な言葉だと思います。
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SCHOOL
INTRODUCTION

　

本
校
は
、
今
年
度
を
も
っ
て
創
立
以
来

八
十
九
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
大
正
十
五
年
淑
徳
女
塾
か
ら
出
発
し
、

南
関
実
科
高
等
女
学
院
、
南
関
高
等
女
学
校
と

改
称
し
昭
和
二
十
三
年
に
県
立
南
関
高
等
学
校

と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
草
創
期
に
は

財
政
的
基
盤
が
脆
弱
で
あ
っ
た
た
め
、当
時
（
昭

和
四
〜
十
年
）
の
校
主
で
あ
ら
れ
た
江
上
新
先

生
が
私
財
を
投
入
し
て
校
地
を
整
備
さ
れ
、
先

生
の
教
育
的
情
熱
と
そ
の
崇
高
な
理
想
は
、
今

で
も
本
校
の
精
神
的
支
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
、
学
校
規
模
、
教
育
内
容
と
も
に
充

実
し
、
今
年
ま
で
に
総
勢
一
万
千
四
百
人
を
超

す
卒
業
生
を
社
会
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
生
徒
は

普
通
科
四
コ
ー

ス
（
情
報
・
美
術

工
芸
・
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
）
に
分
か
れ
、

南
関
町
は
も
と
よ

り
地
域
企
業
・
大

学
等
と
連
携
し
な

が
ら
体
験
的
か
つ

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学

習
活
動
に
取
り

組
み
、
将
来
へ
の

夢
を
育
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年

度
か
ら
新
入
生

の
入
学
が
な
い

た
め
、
学
校
行

事
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
以
上

に
地
域
と
一
体

校訓：進取　向学　至誠

校長　重岡　忠希 体育大会体育大会

育友会挨拶運動

親の学び講座

会長　多田隈恵美子

文化祭

時空えんそく

育友会総会除草作業

PTA指導者研修発表

に
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
こ
で
、
育
友
会
の

出
番
で
す
。
地
域
と
学
校
と
の

パ
イ
プ
役
と
な
り
、
体
育
大
会

で
の
ダ
ン
ス
活
動
、
文
化
祭
で

の
食
品
バ
ザ
ー
な
ど
、
生
徒
以

上
に
大
い
に
盛
り
上
げ
る
名
人

が
多
数
揃
っ
て
い
る
こ
と
が
一

番
の
強
み
で
す
。

　

他
に
も
、
豊
前
街
道
時
空
遠

足
に
お
け
る
交
通
指
導
や
炊
き

出
し
、
朝
の
正
門
指
導
、
被
災

地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
活
動
な
ど
、

学
校
と
育
友
会
が
し
っ
か
り
と

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
生
徒
た
ち
を

見
守
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

十
月
二
十
二
日
（
江
上
新
先
生

の
命
日
：「
南
関
高
校
の
日
」）

に
実
施
す
る
「
南
高
伝
説
記
念

事
業
」
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
支

え
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々

に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た

め
の
最
終
準
備
に
取
り
か
か
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
軽
く
、
機
動
力
が
あ

る
点
が
育
友
会
の
長
所
で
す
。

ど
う
ぞ
最
後
ま
で
ご
支
援
、
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
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SCHOOL
INTRODUCTION

　

本
校
は
、
天
草
農
業
高
等
学
校
か
ら
平
成
五

年
に
苓
明
高
等
学
校
に
校
名
変
更
し
、
天
草
実

業
学
校
か
ら
数
え
て
九
十
六
年
目
を
迎
え
ま
す
。

「
地
域
に
根
ざ
し
、
夢
に
挑
戦
す
る
学
校
づ
く
り

〜
天
草
の
宝
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
〜
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
地
域
の
人
々
に
愛
さ

れ
、
期
待
さ
れ
る
生
徒
を
育
成
し
、
地
域
に
貢

献
す
る
人
材
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
苓
明
高

等
学
校
の
校
章
は
、
周
囲
に
校
花
の
コ
ス
モ
ス

の
八
枚
の
花
び
ら
を
、
中
心
に
は
苓
明
の
光
を

表
す
形
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
あ
り
、
中
の
正
五
角

形
は
、
普
通
科
・
商
業
科
・
園
芸
科
学
科
・
食

品
科
学
科
・
生
活
情
報
科
の
五
学
科
を
表
し
て

い
ま
す
。
生
徒
が
目
標
を
持
ち
、
夢
に
挑
戦
す

る
こ
と
で
、
自
分
に
対
す
る
自
信
と
他
者
に
対

す
る
思
い
や
り

の
こ
こ
ろ
を
育

て
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
お
り
、

平
成
二
十
三
年

に
は
天
草
市
と

「
オ
リ
ー
ブ
の
島

づ
く
り
」
の
協

定
を
締
結
し
て

共
同
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
本
校
で

は
、「
い
い
と
こ

発
見
伝
」
と
題

し
て
毎
日
生
徒

の
い
い
と
こ
ろ
を

発
見
し
「
認
め
、

ほ
め
、
励
ま
し
、

伸
ば
す
」
取
り

組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て

た
く
さ
ん
の
生

徒
と
、
そ
れ
を
見
つ
け
た
職
員
の
「
い
い
と
こ

表
彰
」
を
学
期
毎
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
毎
月
多
く
の
生
徒
が
休

日
に
参
加
し
、地
域
の
清
掃
活
動
を
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

育
友
会
活
動
と
し
て
は
、
七
月
に
陶
芸
研
修
、

十
一
月
の
文
化
祭
前
に
寄
せ
植
え
研
修
を
行
い
、

で
き
あ
が
っ
た
作
品
を
文
化
祭
で
展
示
し
ま
す
。

夏
休
み
中
に
は
苓
明
・
苓
洋
・
天
草
拓
心
三
校

で
親
善
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
を
行
い
、
会
員
の
皆

さ
ん
と
先
生
方
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
学

校
行
事
の
苓
明
祭
で
は
多
く
の
会
員
が
参
加
し
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
餅
つ
き
を
行
い
ま
す
。
昨
年
は
集

ま
っ
た
全
額
を
平
成
二
十
七
年
九
月
の
関
東
・

東
北
豪
雨
災
害
へ
寄
付
し
ま
し
た
。
十
二
月
の

ウ
ォ
ー
ク
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
は
沿
道
の
交
通
指

導
や
豚
汁
の
炊
き
出
し
を
行
い
、
ゴ
ー
ル
し
た

生
徒
に
振
る
舞
う
な
ど
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
力

を
合
わ
せ
、様
々
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
苓
明
高
等
学
校
最
後
の
年
、
全
国

高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
千
葉
大
会
で
表
彰
を
受
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
と
職
員
を
支
援

し
、
来
年
か
ら
は
天
草
拓
心
高
等
学
校
本
渡
校

舎
へ
育
友
会
活
動
の
よ
き
伝
統
を
引
き
継
い
で

い
き
ま
す
。

校訓：報恩　勤労　創造

校長　松坂　秀男 餅つき餅つき会長　吉永　千恵

寄せ植え研修

豚汁調理風景

陶芸体験研修

ミニバレー
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県
高
Ｐ
連
新
聞　

第
40
号
（
平
成
28
年
９
月
15
日
）　

発
行　

熊
本
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

熊
本
市
中
央
区
水
道
町
14
―
21　

熊
本
県
婦
人
会
館
３
Ｆ　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
６
―
３
２
６
―
３
９
３
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
―
３
２
６
―
５
５
２
７

　

未
だ
、
多
く
の
熊
本
地
震
で

受
け
た
悲
し
み
や
戸
惑
い
が
あ

る
中
で
取
り
組
ん
だ
四
十
号
の

発
刊
。
委
員
の
皆
さ
ん
の
心
意

気
と
前
を
向
く
そ
の
姿
勢
に
突

き
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
以

上
に
特
別
な
想
い
が
詰
ま
っ
た

二
十
八
年
度
で
す
が
、
未
来
あ

る
子
供
た
ち
に
言
葉
だ
け
で
は

な
く
背
中
で
感
じ
て
も
ら
え
る

行
動
も
親
の
仕
事
、
調
査
広
報

活
動
の
一
つ
と
思
い
、
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

調
査
広
報
委
員
長　

佐
藤　

弘
一

○
調
査
広
報
委
員
長

　

御
船
高
等
学
校

　
　

育
友
会
会
長

佐
藤　

弘
一

○
調
査
広
報
委
員

　

湧
心
館
高
等
学
校

　
　

育
友
会
会
長　

的
場　

幸
雄

　

熊
本
西
高
等
学
校

　
　

育
西
会
会
長

坂
口　

頼
康

　

高
森
高
等
学
校

　
　

後
援
会
会
長

藤
本　

哲
章

　

八
代
農
業
高
等
学
校
泉
分
校

　
　

後
援
会
会
長

岩
本　

光
照

　

翔
陽
高
等
学
校

　
　

育
友
会
会
長

芹
川　

春
美

○
顧
問

　

御
船
高
等
学
校

　
　

校
長　
　
　
　
米
納　

康
志

熊本県ＰＴＡ共済のご案内（熊本県ＰＴＡ教育振興財団）
　平成28年熊本地震で被災なさった方々に心よりお見舞い申し上げます。
　本共済は熊本県下の学校教育活動やＰＴＡ活動の中で発生した事故による死亡・障害・負傷や、活動への参加に関連して発
生した急性の病気に対して、被災なさった方に共済金を給付する制度です。
　熊本県内の小学校、中学校、高等学校、特別支援学校、高等専門学校の児童生徒等の皆さん、PTA会員の皆さん（保護者、
教職員）、PTA活動や部活動の指導にあたられる方などが対象となります。児童生徒・部活動指導者（教職員、校長委嘱の外
部指導者など）対象のＰ災コース、PTA会員（保護者、教職員）対象の安互コースがあります。

給付の例：　小学生が登校中に転んで歯が折れ保険外治療が必要になった。高校生がバイクで下校中に交通事故にあった。Ｐ
ＴＡミニバレー大会練習中に保護者がアキレス腱を切った。運動会の親子綱引き大
会に参加した父と母が転倒してけがをした。授業参観の移動中に学校内で保護者が
転倒してけがをした。夏休みプール開放に参加した小学生がプールサイドで転んで
けがをした。部活動の練習試合中に熱中症になった。などなど・・・
熊本地震の被災者の方は掛金免除になります
自宅の全壊、大規模半壊、半壊の罹災証明のある場合は、児童生徒・PTA会員
の本年度の掛金は、Ｐ災コース・安互コースとも、免除になります。
共済は皆さんの掛金で運営されています。安全な部活動、PTA活動ができるよ
うにご理解ご協力下さい。

掛金は・・・：　Ｐ災コースは 1 名当たりの年額が
500円（高校生・高専生は800円）、安互コースは保護
者 1家庭で年額 150円となっています。各ＰＴＡで共
済契約、加入手続き、掛金の集金・納付、事故報告、給
付請求などをしていただきます。

学校管理下ではない活動についても対応
部活動であっても、小体連・中体連・高体連の主催では
ない試合への参加、練習試合、部の合宿や親子交流会な
ど、学校管理下とならない場合は、あらかじめ、PTA
会長の承認を受けた活動（PTA会長承認行事）となっ
ていれば、共済の対象となります。休業日の学級や学年
単位での校外活動も、同様に対応できます。

学校管理下の事故にも対応します。
PTA活動中だけでなく、児童生徒の皆さんが学校管理下
（登下校中含む）で被災した場合、死亡あるいは後遺障
害の残るような大きな負傷、歯科保険外治療が必要である
場合、往復中の交通事故等も本共済の対象です。また保
護者の方々が学校行事に参加中の事故にも対応していま
す。（入学式、運動会、授業参観など。往復を含みます。）

共済期間は・・・：　学校などの年度に対応する1年間（4
月 1日から翌年3月 31日まで）になります。期間の途
中に追加加入することもできますが、共済期間の終了は
すべて３月 31日です。共済期間中に発生した事故に対
して共済金が給付されます。

平成2７年度　共済金給付の内訳　（単位：円）

小学校
15,947,000

中学校
8,413,000

高校・高専・支援
10,029,000

教職員・指導者
5,040,000

保護者等（安互）
8,550,000

      


